
 
 
 

令和２年 2月 12日（水）に開催した令和元年度第 11回公立大学法人静岡文化芸術大学役員会の結

果は次のとおりである。 

 

１ 議 案  
（１）サンパウロ大学との交流協定締結について 

ア 趣旨 

事務局から、ブラジル サンパウロ大学の哲学・文学・人間科学部と交流協定を結ぶ旨の説明が

あった。 

イ 主な意見・質問 

 ・交流協定締結の経緯は。 

 →当該交流協定の発端は、県のブラジルとの交流事業で、本学副学長が、ブラジルで講演を行った際、

サンパウロ大学の日本人教員より大学間の交流を薦められたことにある。 

 ・インフレーションや治安は大丈夫か。 

 →貨幣価値は落ち着いてきている。犯罪については、決して安心はできず、事前の十分な安全管理に

ついての指導が必要である。 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

 

（２）非常勤講師の委嘱について 

ア 趣旨 

事務局から、現任の非常勤講師の辞退や専任教員交代に伴う非常勤講師化、専任教員の欠員など

に伴い、６名の非常勤講師を委嘱する説明があった。 

イ 主な意見・質問 

特になし 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。  

 

２ 報告事項 

（１）報告事項１ 静岡文化芸術大学役職教員の選任について 

事務局から、再任２人を含む 10人の役職教員選任の報告があった。 

（２）報告事項２ 令和２年度一般選抜志願状況について 

事務局から、学部一般選抜の志願状況の説明があった。 

（３）報告事項３ デザイン学部卒業展・デザイン研究科修了展の開催について 

   事務局から、２月１５日から２０日まで開催する旨の案内があった。 
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